
【中野市】令和元年台風第19号被害について（概要） 
 

※下線部は、前回からの変更（追加）箇所です。 

令和元年 11月 14日現在 

概 要 
○暴風警報      10月12日 7:40～ 13日 0:57  （ 17時間17分） 

○大雨警報      10月12日 10:56～ 13日 16:46  （ 29時間50分） 

○洪水警報      10月12日 12:18～ 18日 1:19  （145時間01分） 

○大雨特別警報    10月12日 18:10～ 13日 0:57  （ ６時間47分） 

○土砂災害警戒情報  10月12日 18:30～ 13日 7:50  （ 13時間20分） 

○雨量（中野建設）  最大時間雨量  17.0mm/h（10月12日 13時、14時台） 

累加雨量    186.0mm （10月11日 19時～ 13日 8時） 

（豊津）    最大時間雨量  13.0mm/h（10月12日 14時、22時台） 

累加雨量    155.0mm （10月11日 20時～ 13日 9時） 

○最大瞬間風速（岳南広域消防本部）  19.2m/s （10月13日  0:10） 

○千曲川立ヶ花観測所最高水位     12.46m （10月13日  3:20、3:30、3:40） 

※参考 既往最高水位 11.13m 

○夜間瀬川星川観測所最高水位      1.41m （10月12日 18:30） 

内 容 
◎避難状況  全避難所 11月１日 17時閉鎖 

全地区15か所開設   避難者最大時  639世帯 1,656人（10月13日 4時台） 

福祉避難所５か所開設 避難者最大時   ６世帯   13人 

◎被害状況 

○人的被害  

区  分 死亡 行方不明 重傷 軽傷 計 

台風の直接的な影響によるもの ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

台風に起因するものと考えられる影響によるもの ０人 ０人 １人 １人 ２人 

○住家被害 浸水被害 118棟  床上 75棟（79世帯 221人） 床下 43棟（45世帯 162人） 

風  害  ５棟  一部損壊 ５棟（５世帯 12人） 

地区別内訳 

区 名 
床上浸水 床下浸水 一部損壊 合計 

棟数 世帯数 人数 棟数 世帯数 人数 棟数 世帯数 人数 棟数 世帯数 人数 

一本木 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 1 2 

小沼 1 1 1 5 5 20 0 0 0 6 6 21 

新保 0 0 0 3 3 10 1 1 2 4 4 12 

東江部 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1 

立ヶ花 19 19 63 6 8 19 0 0 0 25 27 82 

栗林 20 20 52 14 14 54 0 0 0 34 34 106 

古牧 0 0 0 2 2 9 0 0 0 2 2 9 

新井 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 1 2 

竹原 0 0 0 0 0 0 2 2 6 2 2 6 

上今井 35 39 105 9 9 43 0 0 0 44 48 148 

笠倉 0 0 0 3 3 6 0 0 0 3 3 6 

合計 75 79 221 43 45 162 5 5 12 123 129 395 

○農業関係被害（中間） 被害金額 5,018,225千円   ※ 以下、被害金額については概算 

項  目 被害面積 被害減収量 被害金額 備 考 

生 産 物 401.71㏊ 1,093.30ｔ 250,922千円 
果樹（りんご、ぶどう） 

きのこ（エノキ茸等）等 

施   設 ６ 件 157,303千円 
果実選果機等、エノ

キ茸栽培施設等 

農地・農業用施設 
農 地 施設 

4,610,000千円 畑かん、揚水機場等 
333か所 120.6ha 112か所 

○林業関係被害（中間） 被害金額 3,000千円 

林道 ２路線 ５か所   その他 赤岩 
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○公共土木施設被害（中間） 被害金額 56,880千円 

道路  路肩、法面崩落 排土 倒木等  20か所 

○都市施設被害（中間） 被害金額 調査中 

柳沢河川公園 土砂堆積 

○下水道施設被害（中間） 被害金額 271,000千円 

区  分 施設 
か所

数 

被害面積 

又は延長等 
被害金額 備 考 

公共下水道 

マンホール

ポンプ場 
４ 

制御盤   ４台 
43,000千円 

上今井２か所 

立ヶ花２か所 汚水ポンプ ２台 

処理施設 １ 2,863㎡ 200,000千円 上今井１か所 

農業集落排水 処理施設 １ 3,254㎡ 28,000千円 延徳１か所 

○商工関係被害（中間） 被害金額 820,210千円 

浸水被害 

事業所数（棟数） 

浸水被害内訳 

工業 商業 サービス業 計 

23件（45棟） 
９件（26棟） 

746,460千円 

１件（１棟） 

調査中 

13件（18棟） 

73,750千円 

23件（45棟） 

820,210千円 

○教育関係施設及び市有財産被害（中間） 被害金額 4,193千円 

  防災行政無線屋外子局浸水、水防倉庫損壊、排水ポンプ水没等 

○その他の状況 

・道路  通行止め  22路線 のべ24か所 

11月14日現在 １路線 １か所（市道笠倉奥手山線） 

・下水道 浸水による機能停止（上今井区、延徳地区、立ヶ花区、草間区の一部） 

※ 現在 上今井浄化管理センターのみ使用制限あり 

◎市の対応状況 

○災害ごみ対応 

・仮置場設置 10月13日受入開始（順次開設 計５か所） 

浜津ケ池駐車場、豊田支所北側駐車場、上今井チェーン着脱所、 

市民プール駐車場、Ｂ＆Ｇ海洋センター駐車場 

受入実績（10月13日～29日）  727件 

・東山クリーンセンター 10月13日受入開始 

・処理済量（概算） 可燃ごみ 400t 

○り災証明申請受付  10月16日 14:00開始（中野市役所、豊田支所） 

・り災証明申請受理件数  104件（棟） 

・り災証明書交付件数   109件（世帯） 

※申請受理件数と交付件数の差異が生じる理由 

集合住宅は１棟を１件として申請受理するが、交付に当たっては入居各世帯に１件ずつ交付す

るため 

・被害認定結果                              （単位：世帯） 

判定 全  壊 大規模半壊 半  壊 
一部半壊 

(準半壊) 

一部損壊 

(10％未満) 
計 

件数 ８ 23 44 ４ 30 109 

○各種相談窓口の開設 住宅相談窓口  10月18日開設 

総合相談窓口  10月24日開設 

○保健師による健康相談 被災者訪問により健康調査、健康相談を実施 

○温泉施設の無料入浴 浸水被害の被災者に市内温泉施設（４か所）の無料入浴券を配布 

○災害ボランティアの活動状況 

・中野市社会福祉協議会 

中野市災害ボランティアセンターの開設  10月14日 

活動内容  災害ゴミの仕分け・搬出 、泥出し、住居の清掃・片付け等 

活動実績  10月15日～29日   のべ522人 

・信濃グランセローズ  のべ27人 

 

 



保険証や現金がなくても
医療機関等を受診できます

〇 災害救助法の適用市町村の住民の方で、適用市町村の国民健康保
険・介護保険、適用市町村が所在する都県の後期高齢者医療、協会け
んぽ（以下の「対象保険者」に記載の保険者）に加入している場合、次の
➀～➄のいずれかに該当する方は、医療機関、介護サービス事業所等の
窓口でその旨をご申告いただくことで、医療保険の窓口負担や介護保険の
利用料について支払いが不要となります。
（令和２年１月末まで）
① 住家の全半壊、全半焼、床上浸水又はこれに準ずる被災をされた方

※ 罹災証明書の提示は必要ありませんので、窓口で口頭で申告してください。

② 主たる生計維持者が死亡し又は重篤な傷病を負われた方
③ 主たる生計維持者の行方が不明である方
④ 主たる生計維持者が業務を廃止、又は休止された方
⑤ 主たる生計維持者が失職し、現在収入がない方

※ この免除を受けるには、上記の①～⑤のいずれかに該当する必要があることから、医
療機関等の窓口でご申告いただいた内容について、後日、ご加入の保険者から、確認が
行われることがあります。

※ 上記の医療保険・介護保険の加入者であれば、都県外の医療機関等を受診、介護サー
ビスを利用された場合にも支払いを求められることはありません。

※ なお、入院・入所時の食費・居住費などはお支払いいただく必要があります。

※ 上記以外の保険者については、医療保険の窓口負担や介護保険の利用料を支払ってい
ただく必要がありますが、一定期間は支払いが猶予される可能性があります。詳細は各
保険者にお問い合わせください。

〇 被災者の皆様は、保険証なしでも医療機関等を受診、介護サービスを

利用できます。

令和元年１０月２４日１２時時点

○ この窓口負担の取扱いについて、ご不明な点があれば、ご加入
の各保険者にお問い合わせ下さい。

令和元年台風第19号の被災者の皆様へ

［長野県］

長野市、松本市、上田市、岡谷市、諏訪市、須坂市、小諸市、伊那市、中野市、飯山市、茅野市、塩尻市、
佐久市、千曲市、東御市、安曇野市、小海町、川上村（※）、南牧村（※）、南相木村、北相木村、佐久穂町、
軽井沢町、御代田町、立科町、青木村、長和町、下諏訪町、富士見町、原村（☆）、辰野町、麻績村、
生坂村、坂城町、小布施町、高山村、飯綱町、栄村（※）、
長野県後期高齢者医療広域連合 全国健康保険協会
（※）国保のみ （☆）介護保険のみ
（上記以外に、一部の健保組合・国保組合についても免除される場合があります。詳細は各組合にお問い合わせください。）

対象保険者



事 務 連 絡 

令和元年１１月  日  

介護保険第１号被保険者 様  

中 野 市 長 

令和元年度台風１９号に伴う介護保険料の減免等について 

 

先月の台風第１９号により被災された皆さまには心よりお見舞い申し上げます。 

台風第１９号により家屋等が浸水の被害をうけた第１号被保険者（６５歳以上）の方は申請により保険料 

が免除または減免になる場合があります。下記により申請の手続きをお願いします。 

 

記 

１ 対象者  

本人またはその属する生計維持者が居住する家屋等が浸水により著しい損害をうけた 

第１号被保険者(６５歳以上) 

 

２ 必要書類及び提出先 

同封の「介護保険料減免・徴収猶予申請書」を返信用封筒に入れて返送又は、中野市役所高齢者支援課 

介護保険係で申請の手続きをしてください。（申請書により罹災証明の提出は必要ありません。） 

 

３ 提出期限  令和２年３月３１日（火） 

 

４ 減免期間  令和元年１０月～令和２年３月 

 

５ 減免率  

 

 

 

 

 

６ 減免額の還付 

  申請後、減免額が決定次第改めて通知をします。 

減免期間内に納付いただいた保険料については減免額を還付します。口座の登録のない方は 

同封の「中野市介護保険料口座振替（還付）依頼書」に記入し返信用封筒に入れ返送してください。 

※令和元年度特別徴収の方は、事務手続き上の都合により令和２年３月分までの保険料は一旦年金 

から引き落としをさせていただきその後還付となります。 

 

７ 令和２年度の保険料の納付方法  

令和元年度特別徴収（年金天引き）の方も年金からの天引きが一時的に停止し、令和２年４月分～９月分

（仮徴収）は普通徴収（現金払い又は口座振替）に変更になります。 

  つきましては、便利な口座振替をお勧めいたします。登録のない方は同封の「中野市市税等口座振替依頼

書（自動払込利用申込書）」に記入し返信用封筒に入れ返送してください。 

 

お問い合わせ先 

中野市健康福祉部  高齢者支援課介護保険係  0269－22－2111 （内線 365・390） 

損害程度 減免割合 

全壊 １０割 

半壊・大規模半壊 ５割 

床上浸水（一部床上浸水） ５割 




